
各
い付
.甘
計

平

楽

郡

蘇

我

町

桧
見
川
町

帯

堀

町

津
田
沼
Z

大
利
田
町

各
村
舟
計

東
葛
飾
郡

浦

安

町

行

徳

町

相
棒

町

中

山

町

八
幡

町

市

川

町

松

戸

町

小

食

町

こ
.
生

〕

流

山

町

田
､

八六七

野

田

町

式

､
o
i
O

細

宿
町

ニ
~
人
山.i

我

孫

子

町

脚
､
九
‥
瓦

布

佐

町

こ
.
蛋

二

各
村
食
計

妄

7.
粥
完

印

榊

郡

二
TLr

jW

ニ

貯
構

際

等

n

H

井

剛
.

低

食

町

酒
々
井
町

八
街

町

大

森

町

水

下

町

安

食

町

成

田

町

各
村
食
計

替

取

郡

滑
･
河

町

紳

崎

町

佐

原

町

香

取

町

小
見
川
町

.一打
蒔

け

:I:E
!=i

町

多

古

町

笹

川

町

各
村
合
計

韓

上

郡

本
桃
子
町

銚

子

町

丙
的
･.i･
町

卜工 一打 :L: ･;I. 1. :ミ ･ミ i I. ･1. I:ミ ニ.I. ･ ≒ ‥:ド . I".. _I.. :.≒ t･L! L:.こミ

･･一一 - 3tJ ^

l t ヽ ヽ ヽ l ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ 1 1 1 ヽ t
M 心 - .W. ノtJ 心 t!ryl 三 エ ロ ニ 匹l JJl･ ⊥ ヨ ー ニ ーLj rZfI ヨZ. 三 三 九 九

喜 空 重 'iJ 凸 言 語 論 呂 [-1, i-,i 望 :tb 天 先 占 云 公 ;= 讃 'j 宍 三 孟

旭

町

七
｣

四
O

飯

岡
町

r

T
(
1

各
村
合
計

望

~
丸
盆

柾

境

州､耶

凹
り
lJ

rJ
O

T<

日

相

場

町

七
t
c
六
九

各
村
食
計

責

~
9
7
7

′

i.′

芸

′′l

質
･
軍
旗
谷

I.Lt-′′-
tl-

ltl
一

間

マ
ツ
串

1り
研
衣
地
な
蘇
り
ii
L

(
鳥
羽
M
E,l
生
)

等

マ
ヅ
キ
ー
へ
伊

M
a
c
c
h
ie
俳
A
h

q
u
Hs
叉
は

告

k
is)
は
地
呼

鴇
沿

岸
~
酵
班

牙
の
大
部
P
rl
か
シ
カ
為
す王

,)
に
分
布
し
て
屠
る
群
落

で
あ
る
が
ー
鴇
演

t}特
別
な
関
係
が
み
る
の
で
は
な
-
､
該
地
方
の
威

儀
ー
状
態
寸}聯
閲
し
て
出
兆
iI
群
落
で
あ
る
0
地
中
陶
地
力
は
冬
は
雨

は
多

い
が
寛
の
暑

い
時
_二
両
が
降
ら
れ
か
ら
､
柚
物
の
蟹
晋
は
亨

し
い

ヽ

て
啓
の
間

に
行
は
れ
る
.
草
に
は
寛
の
問
球
根
で
潜
ん
で
慮
る
も
の
も

少
-
な
い
.
槻
木
や
水
は
夏
の
開
発
が
萎
れ
和
様
に
噴
-
な
っ
て
居
る

も
の
へ
T]
か
ク
が
し
､

も
ち
が
し
..
オ
V
t
'TL
の
き
其
他
)
も
あ
り
叉
柴

か
触
-
L
幾
で
同
化
作
用
か
替
ん
で
摺
る
も
の

へれ
だ
ま
..
な
ぎ

い
か

だ
等
)
も
め
ろ
0
旬
の
強
い
柏
物
も
多

い
O
兎
に
角
-
業
其
他
紙
七
群

管
の
硬

い
-
の
が
多

い
か
ら
斯
様
な
群
落
各
項
柴
林
試
寸}呼
ん
で
ゐ
る

米
圃
棚
州
の
シ
ャ
ツ
パ
ラ
ー
も
之
に
轍
し
て
居
り
ー
ア
フ
>
カ
の
岡
城

硯
洲
の
髄
鴇
岸
に
も
同
機
七･.
気
候
に
支
配
ぜ
ら
れ
i1
硬
柴
群
落
が
あ
る

我
陶
は
雨
が
多

い
か
ら
斯
様
花
群
落
は
池
も
見
ら
れ
な
い
O
多
少
柴
の

堅

い
杭
物
-
み
ろ
が
所
謂
棟
梁
群
落
1J
は
比
校
に
は
な
ら
な
い
(
K

K
)

閏

近
日
瓢
IJ:)
嬉
日
鮎
ミ
何
故
に
冬
至
+,
夏
糞
･,)が

7
致
せ
ざ
る
か

〔岩
見
搾
､
概
戟
)

畏
f

八
三



地

球

妬
六
や

寄

算
更
別
,,
托
地
球
か
ら
見
た
太
陽
巡
軌
の
軌
跡
へ
即
ち
求
道
j
両

に
て
啓
介
鮎
か
ら
免
の
方
に
九
〇
煙
距

つ
i1
鮎
で
す
.6
所
が
地
疎
の
赤

道
面
ミ
耕
法
卸
寸J
は
二
十
三
度
年
税
傾
き
l
･そ
の
上
地
球
が
赤
誠
の
方

に
膨
れ
て
ゐ
る
i1
め
.
こ
の
隆
退
部
が
月
や
太
陽
や
遊
星
の
影
響
や
つ

け
.
春
分
鮎
が
海
年
約
五
〇
二

7秒
だ
け
蓋

上
布

田
.1
向

つ
て
ず
れ

た
サ
ー
つ
ま
り
二
五
､
八
〇
〇
年
に
栄

波
面
か

7
週
将

する
鰐
で
す
0

皇
ii
近
日
鮎
も
蓋

上
r1

回
足
し
六
郎
光
-

1
年
に
約

一
二
秒
だ
け
分

別
移
動
寸,
反
射
方
向
.11
動
き
よ
す
~
従

っ
て

7
C
.
八
〇
〇
年
に
軌
道

か

一
週
L
鼓
す
､
=
れ
代
地
成
金
硯
に
封
す
る

他の
遊

星
の
彫
皆
に
基

.り
-
の
で
す
｡
そ
れ
故
に

1
般
ドニ
は
近
日
鮎
?}夏
至
即
TJは

7
致
し
･･Tt

ぜ
わ
｡
連
日
鮎

tJ
冬
至
別
の
関
係
も
之
亡
同
じ
で
す
｡
北
申
球
で
は
夏

至
の
頃
地
表
面
が
太
陽
熱
の
直
射
や

っ
け
て
暑
-
t
tT･5-
~
冬
至
の
頃
そ

れ
か
斜
.1
う
け
て
琴
-
な
り
ま
す
O
従
っ
て
現
在
の
よ
う
に
丁
度

7
月

一
日
喝
即
ち
夏
至
よ
り
も
各
室
近
-
に
地
球
が
近
日
瓢
に
み
る
じ
き
は

太
陽
に
は
悲
-
?)
も
受
け
ろ
太
-吸
熱
が
少

い
た
め
に
率

い
の
で
す
o

(秋
紫
)

間

口
カ
ル
ノ

L
ocarno
(文
檎
)

昔

西
欧
保
障
傭

約
叱
る
も
の
が
P
7
九
二
五
年
二
月
.1
交
渉
が
開

始
さ
れ
十
月
十
六
日
こ
の
ロ
カ
か
ノ
で
調
印
私
見
L
i
の
で
他
界
的
り
名

か
絡
i1
研
.
英
の
チ
ャ
ソ
バ

レ
ン
'

猫
の
ス
･L
レ
-
せ
マ
〆
.
及
俳
の
ブ

?
ア
ン
三
成
の
努
力
興
っ
て

カ
あ
り
tJ
耶
せ
ら
れ
i
I
=
の

保
約
ti
I
職

級
も
依

然
寸1
し
て
存
綬
L
i
i
聯
合
図
亡
中
欧
鰭
圃
亡
の
相
互
の
敵
鯨
心

か
空
愉
し
.
西
欧
の
国
境
.1こ
関
す
る
ベ
ル
サ
イ
d
僻
約
の
規
泥
み
甚
苦

し
か
1
Y
北
欧
中
欧
四
欧
.1
亘
-
各
圃
相

互
の
関
係
か
新
し
い
甚
感
の

第
五
甥

蛋

一

八
周

上
.1
弟
書
直
L
L
t
の
で
あ
る
J.

こ
の
ロ
カ
ル

ノ
備
約
か
締
約
L
i
i帝
国

は
滑
水
職
辞
か
療
し
開
際
紛
争

は
之
ね
仲
裁

々
別
に
よ
り
て
虚
班
す
べ

き
:
TJ
わ
的
L
i1
の
で
ー
‥
の
鮎
ロ
カ
ル
ノ
傭
約
の
東
大
光
串
粕
で
あ

る
P
L
か
L
英
闘
及
捕
逸
の
現
状
で
=
砂
理
想
が
滑
苑
に
有
効
_こ
行
ほ

れ
待
.tQ
や
否
や
は
明
で
な
い
､
さ
て
=
の
認
大
七
日
カ
ル
ノ
憾
約
か
鈴

ん
だ
土
地
は
饗
.i
瑞
西
の
中
で
ア
ル
プ
ス
の
南
斜
面
､
イ
歩
1-
-
カ

ン

･L
ソ
に
あ
っ
て

T
iein
o
州
の
都
骨
で
あ
る
t

A
ta
gg
io
re
t,榊
す
る

風
景

の
共
は
し
い
湖
水
の

北
岸
に
あ
り
､
サ

ン
.TT
タ

か
街
道
の

l
静

で
む
つ
41
｡
今
は
サ
ン
fTl
タ

か
銭
武
か
ら
真

綿
が
出
て
ゐ
ろ
~
即
ち
L

T
ic
in
.
州
の
骨
牌
B
etlirlZ
O
rla
か
ら
筒
四
八
畦
湖
畔
の
風
虜

にこふ
rJ

は
し
い

寺
院
や
建
築
物
に
富

ん
で
ゐ
る
'
海
技
六
八
〇
沢
迎
巷

の好
地

で
あ
る
~
‥
の
軌
水
は
大
部
分
伊
東
別
館
_こ
入
っ
て

ゐ
ろ
~
晋
は
ミ
ラ

ノ
公
領
で
あ
っ
た
の
1
'
瑞
閏
が
聯
利
か
経
て
描
立
の
時
に
伴
食
L
i1

か
ら
で
あ
る
.
人
口
五
千
内
外
の
小
都
市
で
み
ろ
｡


